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粒子物理学講座(原子核実験グループ)

研究室構成員

野呂哲夫 教授 相良建至 教授
若狭智嗣 准教授 寺西高 准教授
森川恒安 助教 前田幸重 助教
古賀義博 技術職員 前田豊和 技術職員

〈〈 大学院 博士課程 〉〉
工藤隆 堂園昌伯 山田由希子

〈〈 大学院 修士課程 〉〉
赤間脩治 伊原エマ 黒坂翔 佐藤友哉
杉本崇光 田邉英規 谷口雅彦 谷本寿人
藤田一洋 皆本洋 五百木崇博 今村拓己
島本昌樹 下田広己 末田雄大 福田毅

〈〈 学部 卒業研究生 〉〉
上地健一 江口祐一郎 草田宏輝 後藤昴
中野桂樹 八嶋惠介

担当授業

力学基礎・同演習 (若狭智嗣、野呂哲夫)、数値計算法概論 (若狭智嗣)、基礎物理実験
学・同実験 (若狭智嗣)、物理学ゼミナール (寺西高)、核物理学 I(野呂哲夫)、力学 (野
呂哲夫)、物理実験学 II(寺西高)、電磁気学 I(相良建至)、電磁気学演習 (相良建至)、量
子論入門 (相良建至)、実験核物理学 (相良建至)、物理学実験 (前田幸重、森川恒安、寺
西高)

研究・教育目標と成果

〈〈 今年度の目標 〉〉
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3核子力の探索及び３核子系における star異常の研究 (相良建至、前田幸重、黒板翔、
杉本崇光、下田広巳、末田雄大、(4年生：江口祐一郎、八嶋恵介))

200MeVでの pd capture Azzを確定して、Axx異常とAzz異常が示唆する新 3核子
力の効果を追求する。13MeV pd breakup断面積を、off-plane star条件で系統的に測定
し、ケルン大のデータで見られた異常を確認する。九大タンデムで pd breakup実験を
しつつ、RCNPでの同じ cmエネルギーでのpd breakup実験をも計画し、star anomaly

の原因を追究する。

スピン完全セットによるスピン双極子共鳴の研究 (堂園昌伯、若狭智嗣)
12C(!p,!n)12N(g.s.; 1+)反応のスピン完全セットから、12N原子核のスピン双極子共鳴
状態のスピン構造を解明することを目指し、スピン完全セットの解析と学生の指導を
研究・教育目標とした。

偏極ヘリウム３の大量生成と偏極度向上 (伊原エマ、若狭智嗣)

準安定交換法により生成した偏極ヘリウム 3の生成量を飛躍的に高める事と、偏極度
を世界レベルにまで引きあげることを目指し、生成システムの最適化と学生の指導を
研究・教育目標とした。

LASスペクトロメータ測定系の性能向上 (田邊英規、野呂哲夫)

昨年度の開発結果に基き、現実的な設定範囲内での最高分解能実現を目指す。具体的
には、実用的開口部での真空膜の薄膜化と粒子位置検出器の移動機構設置とによって、
実験に応じた設定を可能にする。

天体ヘリウム－炭素核融合反応速度の測定 (相良建至、寺西高、前田豊和、谷本寿人、
赤間脩治、谷口雅彦、五百木隆博、(4年生：中野桂樹、後藤昇))

ヘリウム－炭素核融合反応断面積の測定を、Ecm= 2.4MeVで完成させた後、世界最
低エネルギーである 1.5MeVと 1.2 MeVでの測定に挑む。年度末に、C+α実験に関す
るミニ国際会議を開く。最終目標の 0.7MeV 測定のバックグランド (BG)低減法を考案
する。理研での不安定核反応実験を推進する。

低エネルギー不安定核ビームによる不安定核の共鳴状態の研究 (寺西高)

これまでの実験データのまとめと成果発表をしつつ、より安定線から離れた核種の
２次ビームを用いて未知の非束縛核や非束縛励起状態を探索する新たな計画をたてる。

加速器質量分析 (AMS)系の開発 (森川恒安、野呂哲夫、佐藤友哉、藤田一洋、皆本洋、
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島本昌樹、福田毅)

AMSシステムの更なる高精度化・安定化を進め、試料交換に伴うバラツキを含めて
の１％以内での測定の実現を目指す。また、グラファイト試料の作成に着手する。

高スピン原子核構造の研究 (森川恒安)

質量数 30∼40領域の中性子過剰核について、系統的な研究を進め、安定核領域から中
性子魔法数 20の消失する Island of Inversionにかけての高スピン殻構造に関する新た
な知見の獲得を目指す。また、質量数 100領域核に予言されている、超変形核の探査
実験を新たに共同研究として開始する。また、昨年度に引き続き原子力研究開発機構
に於ける共同研究を継続し、核異性体の探査等による核構造の研究を進める。

新キャンパスでの加速器施設建設 (全教員)

加速器・ビーム応用科学センター発足に伴う規則等の体制整備、建物等のハードウェ
ア整備、加速器移設の実施などを行う。

〈〈 今年度の成果 〉〉

3核子力の探索及び３核子系における star異常の研究 (相良建至、前田幸重、黒板翔、
杉本崇光、下田広巳、末田雄大、(4年生：江口祐一郎、八嶋恵介))

1) H18年 12月に阪大グループと共同で実験した 200 MeV pd captureのデータはバッ
クグランドが多く、データ解析法を改良してH19 年度に最終値を得た。同時に、過去
に我々が測定した 200MeV, 140 MeVのデータも再解析した。その結果、3つの実験に
おいてAxxが理論計算と大きく食い違うこと (Axx anomaly)を再確認した。Anomaly

がないオランダKVIの測定結果は間違いであると判明し、６年越しの問題が決着した。
2) 我々が過去に測定した 250MeV pd breakup実験データも、上記のデータ解析方法
を取り入れて再解析した。その結果、最終データはエネルギー分布におけるばたつき
が少なくなり、絶対値も多少変化したが、断面積とAyにおける理論との大きな不一致
と、不一致の角度依存性は再確認できた。この実験も、5年越しで信頼できる最終デー
タが得られた。

3) 新任の前田幸重助教が参入して、九大タンデムでEp=13MeVおよび 9.5MeVでの
star anomalyの系統的測定を本格的に開始した。3核子 star正 3角形がビーム軸から傾
く角度αを 15度ずつ変化させて、pd分解反応断面積を測定した。購入した Si(Li) 検
出器に立ち上り時間のばらつきがあることを見つけ、以後、注意深く時間差測定をし

54



た結果、信頼できるデータが得られた。測定は 70％程度終えた。さらに、阪大RCNP

でEd=26MeV (Ep=13MeV相当)での実験を行う準備として、購入した Si(Li) 検出器
のテストと保管装置製作、ビーム損傷に強い回転標的の開発等を行った。

1) 2) 3) いずれも予定以上の進展があった。

スピン完全セットによるスピン双極子共鳴の研究 (堂園昌伯、若狭智嗣)

原子核のアイソベクトル型スピン双極子共鳴は、スピン・アイソスピンの計 4つの内
部自由度を持つ原子核に固有な励起モードである。この励起モードは、有限量子多体
系である原子核のダイナミクスの理解に極めて重要な役割を果たす。質量数 12の 12N

に対しては多くの実験的研究がなされているが、パイ中間子と同じ量子数を持つ励起
モードが観測されない事が長年の大きな問題であった。我々は、高分解能中性子偏極
度計 (NPOL3)を開発し、それにより世界で始めてパイ中間子と同じ量子数を持つ励起
モードの観測に成功した。測定結果から、テンソル力がスピン双極子共鳴の分散に大
きな役割を果たしているとの知見を得た。

偏極ヘリウム３の大量生成と偏極度向上 (伊原エマ、若狭智嗣)

原子核は陽子と中性子を構成要素とする量子多体系であるが、各々スピンという内
部自由度を持ち、他の系には無い多様なモードを有する。その理解には、偏極した陽
子及び中性子が有効であるが、中性子は不安定であるため、単独の偏極中性子は実用
的ではない。そこで我々は、偏極ヘリウム３を偏極中性子の代用として用いる事を目
指している。準安定状態により偏極ヘリウム３を生成し、その生成速度や偏極度の最
適化を行った。その結果、生成速度として 4 × 1019 atoms/s、偏極度として約 60%と
いう値が得られた。

LASスペクトロメータ測定系の性能向上 (田邊英規、野呂哲夫)

焦点面真空フランジの膜厚を薄くし、位置検出器をフランジに近接させることで、
140MeV陽子に対する測定分解能を 80–120keV(焦点面上位置に依存)程度に向上させ
た。また、スペクトロメータのイオン光学的性質を、加速ビームを用いて実測した。その
結果、スペクトロメータ自身の分解能は設計値より20%程度よい値 (30-40keV/140MeV)

になっており、薄膜化した真空膜を使用した場合でも、その膜での多重散乱が分解能
低下の大きな要因となっていることが分かった。

天体ヘリウム－炭素核融合反応速度の測定 (相良建至、寺西高、前田豊和、谷本寿人、
赤間脩治、谷口雅彦、五百木隆博、(4年生：中野桂樹、後藤昇))

九大での天体核反応実験に 7年携わってきた大庭弘君が 4月に就職（D学位取得）し
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てグループから離れたことは実験遂行に影響した。残るメンバーでビーム輸送・パルス
化のテスト、BG削除スリットの挿入、ビーム位置・形状の確認の後、システムチェッ
クを兼ねて Ecm= 2.4MeVでの測定を試みたが、新たな BGが発生し BG原因を突き
止めるのに 3度のテスト実験を要した。Ecm= 1.5MeVでの測定準備も並行して進めた
が実行には至らなかった。
九大独自の吹込み型膜なし気体標的の厚さの最終目標値 25Torrx3cmを、真空ポンプ
強化により達成した。これまで液体窒素冷却を試みたので回り道をしたが、標的の方
法論はこれで完成した。この成功により、開発の困難なポストストリッパーは不要と
なった。大きな副産物である。ビームパルス化のための電源はスピーカーによる安定
制御をしているが、長時間テストで、要求変動幅の 1/10以下に制御できることが判明
した。
我々より実験を先行させているドイツ・ルール大学のRolfs教授をH20年 2月に約 1

週間招聘し、ヘリウム－炭素核融合測定の過去と今後を議論した。Rolfs教授の定年で
ルール大学の実験は停滞しており、この 40年世界競争の実験を完成するのは九大が先
であろうと予期した。国際会議開催には至らなかったがそれと同様の価値があった。

低エネルギー不安定核ビームによる不安定核の共鳴状態の研究 (寺西高)

不安定核と陽子等の共鳴散乱の測定を低エネルギー不安定核ビームを用いて行い、未
知の共鳴準位の研究を行う。これにより不安定核の構造や不安定核の共鳴が関与する
天体核反応についての知見を得る。今年度は非束縛核 18Na (17Ne+p 共鳴)と 11Liのハ
ロー・アナログ状態 (9Li+d 共鳴)の探索計画を具体的に策定し、それぞれ使用する２
次ビーム施設 (CRIBとTRIAC)でのテスト・マシンタイムを取得した。核子あたり約
5 MeVの 17Ne ビームの生成実験の第１回目を行い、実験に必要な最低限のビーム強度
1 k個/秒は達成できることを確認した。

加速器質量分析 (AMS)系の開発 (森川恒安、野呂哲夫、佐藤友哉、藤田一洋、皆本洋、
島本昌樹、福田毅)

高速逐次入射法の確立、12C入射時のメッシュ挿入によるタンデム負荷の低減等の改
善を行い、精度 1%での 14C含有量測定に成功した。これを受け、実際の現代種子試料
での測定を開始、Bonb効果を考慮した予想と一致する測定結果を得た。試料の前処理
を含め、実用レベルに達することができたと判断している。
また、更に重い元素のAMSを目指したイオンチェンバーの試作・テストや、試料交
換の自動化を目指したイオン源部の改造にも着手した。

高スピン原子核構造の研究 (森川恒安)
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原研での共同研究に於いて実験を実施し、33P, 38Cl等についての高スピン状態を新
たに同定した。これらは、この領域で高スピン状態が明らかになった最も中性子過剰
な同位体である。殻模型による理論計算との比較により、これらの準位の殻構造を明ら
かにした。この結果、まだ確定的ではないが、二重魔法核 40Ca近傍と比較して、これ
らの核における中性子数 20のシェルギャップの減少が示唆される結果が得られた。ま
た核異性探査等の実験を実施し 175Taに於いて新たに核異性体を見いだした。
東北大に於ける共同研究で質量数 100近傍領域核の超変形状態の探査実験を実施した。
解析の結果、109In核に於いて、超変形状態の候補の可能性の示唆される、回転バンド
を形成するガンマ線カスケードが発見された。

新キャンパスでの加速器施設建設 (全教員)

4月より加速器・ビーム応用科学センターが発足した。また、FFAG加速器移設事業
の 1年目として、建物を建築、年度末には加速器をKEKより九大に移送した。また、
センターには箱崎分室が設けられ、タンデム加速器の共同利用化を推進していく枠組
ができた。

〈〈 来年度の目標 〉〉

3核子力の探索及び３核子系における star異常の研究 (相良建至、前田幸重、黒板翔、
杉本崇光、下田広巳、末田雄大、(4年生：江口祐一郎、八嶋恵介)) 　実験データが確
定した pd capture Axx 異常, pd breakup 断面積とAyの異常について、異常と未発見
の短距離型３核子力との関連を議論し、結果を国際会議で発表し、かつ出版公表する。
pd capture Axx 異常についてはこれ以上の実験を企画しないが、pd breakup 断面積と
Ayの異常については系統的実験を企画し、その 1つの実験をRCNPに申し込む。全体
で数年かかる実験計画になる。
　九大タンデムで、Ep=13MeVおよび 9.5MeVでの star anomalyのα依存性の測定
を完成する。同時に、RCNPで Ed=26MeVでの star anomalyのα依存性の実験も行
う。

原子核のスピン双極子モードの統一的理解 (堂園昌伯、若狭智嗣)
12C(!p,!n)12N反応のスピン完全セットから、12N原子核のスピン双極子共鳴状態のス
ピン構造を統一的に理解することを目標とする。
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媒質効果と核構造解明のための (p, pn)反応測定 (山田由希子、今村拓己、野呂哲夫)

これまでに行って来た (p, 2p)反応を用いた研究を発展させ、(p, pn)反応の測定を行
う。先ずは早期にテスト実験を行い、必要な開発事項を明確にした上で、年度内には
実際のデータの一部を取得するところまでもっていきたい。

天体ヘリウム－炭素核融合反応速度の測定 (相良建至、寺西高、前田豊和、谷本寿人、
赤間脩治、谷口雅彦、五百木隆博、(4年生：中野桂樹、後藤昇))

最終的な気体標的とガス循環装置を設計・製作した後、ヘリウム－炭素核融合反応
断面積の測定を Ecm= 2.4MeVで再測定する。その後 1.5MeVでの測定を行い、さら
に 1.15 MeVでの測定に進む。新任の藤田訓宏助教を加えてスタッフが 3人に増えた。
科研費 Bが採択されあと 3年間の実験費が確保できた。人的体制を整え、最終目標の
0.7MeVでの測定を 3年で終えられるよう計画を進める。

B. 低エネルギー不安定核ビームによる不安定核の共鳴状態の研究 (寺西高)

不安定核ビームを用いた共鳴状態の研究をさらに進め、実験、データ解析、成果発
表、学生の指導を行う。

加速器質量分析 (AMS)系の開発 (森川恒安、野呂哲夫、佐藤友哉、藤田一洋、皆本洋)

AMSシステムの更なる高精度化・安定化を進め、試料交換に伴うバラツキを含めて
の１％以内 での測定の実現を目指す。また、今年度行うことの出来なかったグラファ
イト試料の作成に着手する。

高スピン原子核構造の研究 (森川恒安)

原研での研究を継続し、質量数 30∼40領域の中性子過剰核についてその高スピン殻
構造の系統的な研究を進める。また、これまでに見いだされた 110Inの高スピン状態に
ついて、さらに詳細な実験を行い、超変形状態として確定することを目指す。もし確
定できれば国内初の超変形状態の発見となる。

加速器質量分析 (AMS)系の開発 (森川恒安、野呂哲夫、佐藤友哉、藤田一洋、皆本洋、
島本昌樹、福田毅)

今年度の 1%精度での現代種子測定の成功を受け、系統的な種子測定を行う。また、
システムの実用的使用を目指し、自動化等に向けた開発も行う。

新キャンパスでの加速器施設建設 (全教員)

移設事業の 2年目であり、工学研究院と協力して年度内の加速器組み上げとビームテ
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ストの実施を目指す。また、経常的な運営のための環境整備に努力する。

発表論文

〈〈原著論文 〉〉
Complete set of polarization transfer observables for the 12C(p, n) reaction at 296 MeV
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12C(!p,!n)反応による 12Nのスピン双極子共鳴の研究:

堂園昌伯
日本物理学会第 62回年次大会、2007年 9月 21–24日、北海道大学

18O + 24Mg反応による質量数 30領域の高スピン状態の研究:

井手口栄治, Liu Minliang, 森川恒安, 藤暢輔, 小泉光生, 大島真澄, 木村敦, 古高和禎,

初川雄一, Bo Cederwall, ZHENG Yong, 草刈英榮, 菅原昌彦, 御手洗志郎
日本物理学会第 62回年次大会, 2007年 9月 21–24日、北海道大学

38Clの高スピン核分光:

森川恒安, 井手口栄治, LIU Minliang, ZHENG Yong, 藤暢輔, 小泉光生, 木村敦,

大島真澄, 古高和禎, 初川雄一, 菅原昌彦, 草刈英榮, 御手洗志郎
日本物理学会第 62回年次大会、2007年 9月 21–24日、北海道大学

pd分解反応における異常探索実験:

黒板翔
日本物理学会第 62回年次大会、2007年 9月 21–24日、北海道大学

反跳 16O検出による天体核反応 12C+4He→ 16O+γ断面積測定の現状:

相良建至、大場弘、谷本寿人、赤間脩治、五百木崇博、前田豊和、谷口雅彦、寺西高、
二宮重史
日本物理学会第 62回年次大会、2007年 9月 21–24日、北海道大学

250MeV D(p, pp) 分解反応測定による三体力の研究:

前田幸重, 上坂友洋 ,川畑貴裕 ,清水陽平 ,笹本良子, 坂口聡志, 酒井英行, 矢向謙太郎,

笹野匡紀, 野地俊平, 畑中吉治, 民井淳, 須田健嗣, 為重雄司, 松原礼明, 関口仁子, 武智
麻耶, 若狭智嗣, 堂園昌伯, 伊原エマ
日本物理学会第 62回年次大会、2007年 9月 21–24日、北海道大学

不安定核の低エネルギー共鳴散乱・反応による核分光:

寺西高
第４回「停止・低速不安定核ビームを用いた核分光」研究会 2007年 12月 20-21日、仙
台、東北大学
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250 MeV における FSI 近傍での pd 分解反応測定:

前田幸重
九州大学院生企画シンポジウム「原子核研究における少数系物理」2008年 3月 8-9日、
福岡

Ep = 250, 13 MeVにおける pd分解反応の inclusive測定:

黒板翔, 相良建至、他 11名
九州大学理学府院生企画シンポジウム　九州大学　 2008年 3月 8日

250MeVにおける FSI近傍での pd分解反応測定:

前田幸重、他 20名
九州大学理学府院生企画シンポジウム　九州大学　 2008年 3月 8日

Ep = 13, 9.5 MeVでの 2H(p,pp)n反応 off-plane star anomaly 探索実験:

末田雄大、黒板翔、杉本崇光、下田広巳、江口祐一郎、八嶋恵介、前田幸重、相良建至
九州大学理学府院生企画シンポジウム　九州大学　 2008年 3月 9日

H(d,pp)n反応の off-plane star anomalyとその検証計画:

下田広巳、前田幸重、黒板翔、末田雄大、江口祐一郎、八嶋恵介、相良建至
九州大学理学府院生企画シンポジウム　九州大学　 2008年 3月 9日

3He(p,n)反応の偏極以降量の完全測定による愛想スピンT=3/2の 3核子共鳴状態のの
探索:

伊原エマ、若狭智嗣、他 18名
九州大学理学府院生企画シンポジウム　九州大学　 2008年 3月 9日

FB20(2012)までの課題:

相良建至
九州大学理学府院生企画シンポジウム　九州大学　 2008年 3月 9日

九州大学タンデム加速器の現状:

森川恒安, 相良建至, 野呂哲夫, 若狭智嗣, 寺西高, 前田幸重, 前田豊和, 古賀義博,

第20回タンデム加速器及びその周辺技術の研究会,日本原子力研究開発機構,東海, 2007

年 7月.
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HEPNet-J九州大学原子核実験グループの報告:

鈴木聡, 森川恒安,

HEPnet-Jユーザ会, 高エネルギー加速器研究機構, 高エネルギー加速器研究機構, つく
ば, 2008年 1月.

Present status of 12C+4He→ 16O+γ experiment at KUTL:

相良建至
国立天文台研究会　「rプロセス元素合成の統合的理解 　－量子ビームでさぐる宇宙
進化の理解を目指して－」, 2008年 3月 13-14日

外部資金

〈〈文部省科学研究費補助金 〉〉
基盤研究 (S)「天体核融合反応断面積の直接測定」(研究代表者:相良建至) H15–H19

若手研究 (B)「低エネルギーRIビームによる高アイソスピン共鳴状態の研究」(研究代
表者:寺西高）H17–19

〈〈文部省科学研究費補助金以外の外部資金 〉〉
高エネルギー加速器研究機構大学等連携支援事業
「九大タンデム加速器における高強度パルスビームシステム開発」(事業責任者：相良
建至) H17–19

　　

日本学術振興会特別研究員等及び共同研究の採択 (学外からの受け入れを含む)

東大原子核科学研究センターとの共同研究「低エネルギー 2次ビームを使った不安定
核構造と天体核反応の研究」(寺西高)

東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープセンターに於ける共同研究: 森川
「質量数 40，110領域での超変形状態の探索」東北大, 東京大, 九州大, 大阪大, 理研

日本原子力研究開発機構に於ける共同研究: 森川
「質量数 30領域核の巨大変形状態と高スピン殻構造の研究」原研, 東京大, 九州大, 理
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研

日本原子力研究開発機構に於ける共同研究: 森川
「クーロン励起と寿命測定による原子核変形の研究」原研, 千葉工大, 九州大, 広島大

学部４年生卒業研究

(1)江口祐一郎：(指導教員、相良建至)

D(p,pp)n微分断面積測定（データ収集・データ解析)

(2)草田宏輝：(指導教員、野呂哲夫、森川恒安)：
放射性炭素年代測定の原理・測定技術の理解と演習。

(3)後藤昇：(指導教員、相良建至)

天体 4He(12C,16O)γ 反応測定のためのビーム制御
(4)中野桂樹：(指導教員、相良建至)

天体 4He(12C,16O)γ 反応測定のためのガス標的開発
(5)八嶋恵介：(指導教員、相良建至)

D(p,pp)n微分断面積測定（検出器・データ収集)

修士論文

(1)赤間脩治：(指導教員、相良建至)：
天体核反応実験のための厚い膜なし気体標的と検出粒子荷電割合

(2)伊原エマ：(指導教員、若狭智嗣)：
核子 3体系のスピン自由度に関する研究

(3)黒坂翔：(指導教員、相良建至)：
3核子分解反応の包括的測定による核力の研究

(4)佐藤友哉：(指導教員、野呂哲夫、森川恒安)：
加速器質量分析のための粒子弁別型イオン源検出器の開発

(5)杉本崇光：(指導教員、相良建至)：
3核子分解反応における off-plane star anomalyの検証

(6)田邉英規：(指導教員、野呂哲夫)：
大口径スペクトログラフ系のイオン光学的解析と分解能測定

(7)谷口雅彦：(指導教員、相良建至)：
天体エネルギー近くでの 4He(12C,16O)γ 反応断面積の直接測定
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(8)谷本寿人：(指導教員、相良建至)：
天体核反応測定のための高周波高電圧システムとその安定制御

(9)藤田一洋：(指導教員、野呂哲夫、森川恒安)：
AMS測定に向けたマルチカソードイオン源の開発

(10)皆本洋：(指導教員、野呂哲夫、森川恒安)：
九大タンデム加速器質量分析系の開発と現代種子の年代測定

博士論文

大庭弘：(指導教員、相良建至):

Direct measurement of 4He(12C,16O)γ reaction cross section near stellar temperature

（天体温度近くでの 4He(12C,16O)γ反応断面積の直接測定）

石田孝司：(指導教員、野呂哲夫)：
Experimental study of a relativistic effect through the 208Pb(p, 2p)207Tl reaction at 392

MeV (392MeVでの 208Pb(p, 2p)207Tlによる相対論的効果の実験的研究

学外での学会活動

(1)日露科学技術協力プロジェクト「原子核内部相関および核内ハドロンの研究」（日
本側代表者：野呂哲夫）

(2)各種委員
野呂哲夫：核物理委員会委員、大阪大学核物理研究センター運営委員会委員、

日本原子力研究開発機構タンデム専門部会委員、
理化学研究所プログラム運営委員会外部委員

寺西高：日本物理学会九州支部委員
若狭智嗣：大阪大学核物理研究センター研究計画検討委員会委員

その他の活動と成果

中・高生のための公開講座「原子核の世界」2007年 8月 25日 (寺西高)

体験入学・実験「物質を透過する粒子線」2008年 3月 27–29日 (寺西高)

体験入学・実験「身の回りの放射能体験」2008年 3月 27–29日 (森川恒安)
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